
小
さ
く
見
え
る
。
早
く
車
で
通
っ
て
み

た
い
」
と
興
奮
気
味
に
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。
見
学
を
終
え
た
参
加
者
か

ら
は
、「
橋
が
繋
が
っ
て
か
ら
、是
非
も
う

一
度
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
次
回
の
開
催

を
心
待
ち
に
す
る
声
も
聞
か
れ
、
現
場

と
地
域
の
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
た
１
日

で
し
た
。

市
民
参
加
型
の
現
場
見
学
会

の
開
催
報
告　
　
（
広
報
委
員
会
）

　

P
C
建
協
で
は
、
市
民
参
加
型
の
現

場
見
学
会
の
開
催
を
進
め
て
い
ま
す
。

各
支
部
に
お
け
る
具
体
的
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

■
大
学
生
を
対
象
に
現
場
見
学
会
開
催

　

平
成
25
年
11
月
12
日
土
木
系
学
生

を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
を
「
道
路

建
設
現
場
を
見
学
し
、
道
路
工
学
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
」と
い
う
主
旨
の
も

と
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
広
島
工
業
大
学
都
市
デ

ザ
イ
ン
工
学
科
3
年
生
53
名
、
大
学
引

率
者
大
東
先
生
1
名
。 P

C
建
協
だ
よ
り

♯008
平
成
25
年
度
の
意
見
交
換
会
を
終
え
て　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）

　

P
C
建
協
で
は
、7
月
17
日
の
九
州
地
方
整
備
局
を
皮
切
り
に
11
月
13
日
の
東
北
地
方
整
備

局
ま
で
10
か
所
の
地
方
整
備
局
等
で
意
見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
８
つ
の
地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発

局
及
び
沖
縄
総
合
事
務
局
と
い
ず
れ
も

活
発
か
つ
有
意
義
な
意
見
交
換
が
開
催

で
き
た
。
と
り
わ
け
、い
く
つ
か
の
地
方

整
備
局
で
は
自
由
討
議
の
時
間
が
設
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
本
質
的
な

意
見
交
換
が
出
来
た
。

●
新
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
1
の
策
定
を
踏

ま
え
「
Ｐ
Ｃ
の
専
門
技
術
力
」
を
３
年

間
継
続
し
て
中
心
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ

て
き
た
成
果
が
実
り
、
当
方
の
主
張
に

対
し
概
ね
の
理
解
が
い
た
だ
け
る
と
こ

ろ
と
な
っ
た
。

●
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
建
協
の
品
質
向
上
に
向

け
て
の
真
摯
な
取
り
組
む
姿
勢
に
対
し

て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

●
一
括
審
査
方
式
に
つ
い
て
は
、
地
方
整

備
局
等
の
一
部
に
そ
の
運
用
方
式
に
つ
い

て
見
解
の
異
な
る
整
備
局
も
あ
っ
た
が
、

石田橋現場見学会

本
方
式
を
効
果
的
に
活
用
し
よ
う
と
の

姿
勢
が
基
本
で
あ
る
と
見
ら
れ
た
。

●
保
全
・
補
修
に
お
け
る
専
門
技
術

力
を
効
果
的
に
活
用
す
る
方
策
（
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
契
約
）に
つ
い
て
は
、
基
本
的

な
主
旨
は
理
解
さ
れ
た
も
の
の
、
工
事

内
容
・
規
模
に
関
し
て
現
実
的
に
対
応

が
難
し
い
面
、
地
元
企
業
と
の
競
合
な

ど
の
課
題
が
残
っ
た
。

●
細
部
設
計
付
工
事
の
提
案
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
Ｃ
橋
の
詳
細
設
計
の
一
部
に
施

工
者
の
専
門
技
術
力
に
委
ね
る
べ
き
領

域
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
概
ね
の
理
解

は
得
ら
れ
た
。
ま
た
、一
部
に
は
制
度

導
入
を
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
と
い
う

整
備
局
も
現
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
を

契
約
制
度
の
中
に
ど
の
よ
う
に
取
り
込

む
か
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
残
る
も
の
と

な
っ
た
。

　

大
型
・
中
型
バ
ス
2
台
に
分
乗
し
、
バ

ス
の
中
で
中
国
支
部
広
報
部
会
員
か
ら

見
学
す
る
芦
田
川
橋
の
工
事
概
要
、
Ｐ

Ｃ
技
術
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

現
場
到
着
後
、
工
事
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
り
、
橋
桁
施
工
現
場
に
上
が

り
ま
し
た
。
学
生
各
7
名
の
8
班
に
、

中
国
支
部
広
報
部
会
員
が
分
担
し
て
、

橋
体
上
の
見
学
の
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
り

ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
の
概
要
説
明
と
実
際
の
施

工
現
場
で
は
、
肌
で
感
じ
る
も
の
が
違
っ

た
の
か
学
生
の
目
の
輝
き
に
熱
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。

■
近
隣
の
住
民
を
対
象
に
現
場
見
学
会

開
催

　

平
成
25
年
11
月
24
日
（
日
）、
九
州
支

部
は
国
土
交
通
省
熊
本
河
川
国
道
事

務
所
の
協
力
の
も
と
現
場
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
対
象
現
場
は
、
国
土

交
通
省
が
進
め
る
国
道
３
号
北
バ
イ

パ
ス
事
業
の
熊
本
３
号
石
田
橋
上
部
工

（
A
1
～
P
4
）
工
事
で
、
橋
梁
が
住

宅
街
の
中
心
部
を
貫
く
東
葉
山
団
地

か
ら
約
70
名
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
Ｐ
Ｃ
技
術
の
パ
ネ
ル
展
示
や
模
型

を
使
っ
た
Ｐ
Ｃ
の
原
理
の
解
説
も
あ
り
、

参
加
者
は
一
様
に
「
な
る
ほ
ど
」
と
頷
き

納
得
さ
れ
た
様
子
で
、ま
た
、地
上
40
ｍ

の
橋
面
に
上
が
っ
た
北
部
東
小
学
校
６

年
生
の
女
子
児
童
は
「
高
い
と
こ
ろ
は

気
持
ち
い
い
。
自
分
の
家
が
あ
ん
な
に

■意見交換会テーマ

１.一括審査方式の効果的な導入を
　(1)同種同規模工事には通常工事でも一括審査方式の適用を
　(2)一括審査方式の対象となる工事数の設定には配慮を
　(3)一括審査方式でもＰＣの専門技術力を見極められる技術提案テーマを
２.保全・補修におけるＰＣの専門技術を効果的に活用する方策
　(1)ＰＣ構造物の補修・補強はＰＣの専門技術を有する者の手で　
　　 「ＰＣ工事」として発注を
　(2)専門技術力を活かす事業方式として「パッケージ型契約を」
　　 「補修・補強工事での設計・施工一括及び詳細設計付工事発注方 
　　　式の採用を」
　(3)ＣＭ方式によるパッケージ型契約方式の提案
3.品質確保・向上に向けての提案
　(1)細部設計付工事発注の導入の提案
4.プレキャストＰＣ構造の活用に向けた方策
　(1)プレキャスト工法を活用する計画・設計段階からの取り組みの提案
　(2)プレキャスト工法の総合的な評価手法の開発に向けての提案
　(3)新しいプレキャストＰＣ技術の導入を提案
5.地域特定テーマ
　・長期保証制度の適用に向けて（北海道）
　・積極的な広報活動の取り組みと官民合同の技術力向上のために
　  （北海道・北陸）
　・監理技術者の有効活用（東北）
　・地整とＰＣ建協の実務者レベルの情報交換会の開催（近畿）

現場見学会開催状況

第
４
回 
Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る

ベ
ト
ナ
ム
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

（
保
全
補
修
委
員
会
・
国
際
対
応
小
委
員
会
）

　

P
C
工
学
会
と
ベ
ト
ナ
ム
運
輸
省

傘
下
の
交
通
科
学
技
術
研
究
所（
以
下

I
T
S
T
）が
共
催
す
る
第
4
回
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ

イ
に
て
2
0
1
3
年
9
月
17
日
～
19
日
に

開
催
さ
れ
、P
C
建
協
か
ら
保
全
補
修
部

会
の
藤
原
副
部
会
長
と
国
際
対
応
小
委
員

会
の
齋
藤
副
委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交

流
促
進
を
目
的
と
し
、
過
去
に
３
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
P
C
橋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
テ
ー
マ

と
な
り
、
日
本
か
ら
は
20
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

第
１
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、ベ
ト

ナ
ム
か
ら
は
80
～
1
0
0
名
程
度
の
参
加

者
が
あ
り
、日
本
か
ら
5
件
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら
5
件
の
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
P
C

建
協
か
ら
は
、藤
原
副
部
会
長
が「
P
C
橋

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
P
C
建
協
の

取
組
み
」と
題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
発
表

に
対
し
て
は
、P
C
橋
の
L
C
C
に
関
す

る
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
午
前
の
I
T
S
T
と
の
会
議

に
お
い
て
も
、藤
原
副
部
会
長
が「
P
C
橋

の
応
力
測
定
技
術
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

I
T
S
T
は
検
査
技
術
に
高
い
関
心
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

■
総
括

理
事
会
に
お
い
て
、次
の
よ
う
に
意
見
交
換
会
の
総
括
を
取
り
纏
め
ま
し
た
。
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す
る
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
単
純

Ｐ
Ｃ
桁
な
ど
で
タ
イ
プ
Ａ
支
承
と
し
て
の

使
用
実
績
が
多
い【
パ
ッ
ド
型
ゴ
ム
支
承
や

帯
状
ゴ
ム
支
承
と
ア
ン
カ
ー
バ
ー
の
組
合

せ
に
よ
る
支
承
部
構
造
】の
適
用
に
つ
い
て
、

多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
に
よ
り
、
前
述
の
組
合
せ

に
よ
る
支
承
構
造
自
体
が
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
成
24
年
道

路
橋
示
方
書
に
お
い
て
も
機
能
分
離
型
の

支
承
と
し
て
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

維
持
管
理
の
考
え
方
を
含
め
、
設
計
上
の

考
え
方
・
留
意
点
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｃ
建
協
と

し
て
ま
と
め
た
見
解
と
Ｑ
＆
Ａ（
案
）
を
、

Ｐ
Ｃ
建
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
平
成
25
年

10
月
15
日
付
で
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
し
た
。

新
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
計
画
・
設
計
の
資
料
と
し

て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

従
来
の
タ
イ
プ
Ａ
支
承
の
道

路
橋
示
方
書
改
定
に
伴
う
対

応
に
つ
い
て　
　

 

（
技
術
委
員
会
）

　

道
路
橋
の
技
術
基
準
で
あ
る
道
路
橋
示

方
書
が
10
年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
、平
成
24
年

3
月
に
道
路
協
会
よ
り
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

支
承
に
関
し
て
も
改
定
が
行
わ
れ
、大
規

模
地
震
に
相
当
す
る
レ
ベ
ル
２
地
震
に
よ
り

生
じ
る
水
平
力
に
対
し
て
変
位
制
限
構
造

と
補
完
し
合
っ
て
抵
抗
す
る
支
承
構
造（
タ

イ
プ
Ａ
の
支
承
部
）の
規
定
が
削
除
さ
れ
、

レ
ベ
ル
２
地
震
に
対
し
て
支
承
部
の
機
能
が

確
保
で
き
る
支
承
の
み
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
維
持
管
理
の
容
易
さ
と
確
実
性
に
対

『
P
C
橋
の
変
状
と
そ
の
防
止

対
策
』の
発
刊 

（
研
究
開
発
委
員
会
）

　

P
C
橋
に
生
じ
た
変
状
の
発
生
原
因

の
推
定
と
そ
の
防
止
対
策
に
関
す
る
検

討
の
成
果
を
『
P
C
橋
の
変
状
と
そ
の
防

止
対
策
』と
題
し
た
報
告
書
と
し
て
発
刊

し
ま
す
。

本
検
討
は
、
竣
工
時
に
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
P
C
橋
の
不
具
合
が
供
用
後
３

年
以
内
に
実
施
さ
れ
る
初
回
点
検
で
発

見
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
と
い
う
橋
梁
管

理
者
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
P
C
建
協
で
は
、早
急
に
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
施
工
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
変
状
は
施
工
段
階

で
防
止
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

検
討
は
、
ま
ず
国
土
交
通
省
よ
り
直

轄
の
P
C
橋
梁
の
定
期
点
検
結
果
を
借

り
受
け
、
そ
の
中
か
ら
選
定
し
た
34
件
の

変
状
事
例
を
対
象
に
、当
時
の
設
計
図
書

業
務
を
分
断
す
る
の
で
な
く
設
計
の
段

階
で
施
工
者
を
プ
レ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
参
加
さ
せ
、
内
容
を

引
き
継
い
で
施
工
す
る
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ

Ｍ
Ｇ
Ｃ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

長
期
視
点
に
立
っ
た
設
計
、
あ
る
い
は
設

計
者
へ
の
施
工
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
を
求
め

る
意
見
や
、
予
備
設
計
の
呼
称
に
つ
い
て

の
意
見
、
設
計
者
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト

が
な
い
な
ど
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　特集では、2020年に東京オリンピック・パラリンピックが再び開催されることを機会に、1964年の東京オリンピック開催に向けてのPC技術によるインフラ整備を振り返
りました。ヤジロベエ工法による渋谷高架橋、高い施工精度が要求されるモノレールの桁など、当時の最高の技術が現在に繋がっていることを改めて認識されたことと思
います。2020年の東京オリンピック・パラリンピック開催に向けてのインフラ整備が、今後のPC技術を更に発展させていくものになればと願っています。
　また、特別企画では、則久会長を囲んで技術系、事務系の４人の女性職員が登場しました。共通するのはそれぞれの立場でPC業界の発展を願って各社を支えていることで
す。PC業界の更なる発展のためには、前向きで元気な女性の進出も重要なポイントかもしれません。女性が活躍できる環境を広げ、益々活躍されることを期待します！

（記：松山）

編集後記

木下 賢司（編集委員長）、　樫福 浄（編集副委員長）、　有馬 浩史、　竹本 伸一、　鈴木 義晃、　的場 純一、　松 嶋 
憲昭、　小山 康寛、　髙松 正伸

編集委員会

第3回新ビジョン推進委員風景

プレテンションスラブ桁におけるタイプA支承部の例

パッド型ゴム支承とアンカーバーの組合せによる支承部構造の写真
写真は従来のタイプＡ支承ですが、改定後も同様の支承構造で設計が可能です

「
標
準
見
積
書
」の
一
斉
活
用

開
始
に
つ
い
て （
施
工
安
全
委
員
会
）

　

昨
年
5
月
に
国
土
交
通
省
通
知「
標
準

見
積
書
の
活
用
等
に
よ
る
法
定
福
利
費
の

確
保
の
推
進
に
つ
い
て
」、
ま
た
9
月
に
社

会
保
険
未
加
入
対
策
推
進
協
議
会
に
お
い

て「
法
定
福
利
費
の
内
訳
明
示
に
係
る
標

準
見
積
書
の
活
用
等
に
よ
る
社
会
保
険法定福利費を内訳明示した見積書

等
を
入
手
し
た
ほ
か
、最
新
の
解
析
技
術

を
活
用
し
て
そ
の
発
生
原
因
の
特
定
を

進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
P
C
橋
に
生
じ
た
変
状
を

「
主
た
る
発
生
要
因
」
と
「
事
象
の
重
篤

度
」
に
よ
っ
て
分
類
し
た
結
果
、
放
置
し

て
お
く
と
P
C
構
造
物
の
本
質
的
欠
陥

に
繋
が
る
恐
れ
の
あ
る
事
象
（
定
着
部
付

近
や
施
工
打
継
目
付
近
の
ひ
び
割
れ
）は
、

施
工
技
量
お
よ
び
設
計
・
材
料
仕
様
の
影

響
が
複
合
的
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
防

止
対
策
の
検
討
に
は
幅
広
い
視
点
に
よ

る
設
計
・
施
工
の
総
合
的
な
技
術
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
P
C
橋
の
劣
化
・
損
傷

の
現
状
が
理
解
さ
れ
る
と
と
も
に
、
総
合

的
な
技
術
力
を
駆
使
し
た
様
々
な
工
夫

が
設
計
・
施
工
に
反
映
さ
れ
、
P
C
橋
の

長
期
耐
久
性
が
向
上
す
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

第
3
回
新
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委

員
会
を
開
催　
　
（
広
報
委
員
会
）

～
建
設
コ
ン
サ
ル
関
係
者
を
招
く
～

　

第
3
回
新
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会
を
、

11
月
14
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
グ
ラ

ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
河
瀬
日
吉
氏
（
八
千
代
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）、花
島
崇
氏（
日
本
構

造
橋
梁
研
究
所
）、
戸
島
敦
嗣
氏
（
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）
の
3
名
を

臨
時
委
員
と
し
て
お
招
き
し
、
設
計
分

野
か
ら
み
た
P
C
技
術
の
普
及
を
テ
ー

マ
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

臨
時
委
員
か
ら
は
、
発
注
者
別
の

P
C
業
務
の
特
徴
や
技
術
者
養
成
等
が

紹
介
さ
れ
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
強
み
と

し
て
「
ゼ
ロ
か
ら
つ
く
り
上
げ
る
”
計
画

力
“
」
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
経

験
談
を
交
え
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
現

状
や
P
C
建
協
と
の
関
わ
り
等
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
P
C
建
協
へ
の
提

案
と
し
て
▽
施
工
・
架
設
が
で
き
る
か
否

か
の
相
談
▽
概
算
工
事
費
・
概
略
工
程

の
相
談
等
が
あ
げ
ら
れ
、
危
惧
す
る
こ
と

と
し
て
、
人
材
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
、
ま

た
育
成
し
た
技
術
者
が
流
出
し
て
し
ま

う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
P
C
工

学
会
の
取
り
組
み
と
し
て
は
活
動
を
交

え
な
が
ら
P
C
理
解
者
を
増
や
す
た
め

の
広
報
活
動
に
つ
い
て
の
考
え
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
設
計
者
と
施
工
者
の

未
加
入
対
策
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
」

の
申
し
合
わ
せ
が
採
択
さ
れ
た
の
を
受
け
、

Ｐ
Ｃ
建
協
は
会
員
各
社
に
対
し「
標
準
見

積
書
の
一
斉
活
用
開
始
」
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
昨
年
8
月
に
策
定
し
た
「
Ｐ
Ｃ

工
事
に
係
わ
る
労
務
賃
金
改
善
等
推
進

要
綱
」の
活
動
推
進
の
一
環
と
し
て
、Ｐ
Ｃ

工
事
業
協
会
と
の
連
携
に
よ
り
、
社
会
保

険
加
入
を
促
進
す
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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